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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第３四半期 2,200 15.7 135 128.9 121 131.3 64 633.7

29年３月期第３四半期 1,901 8.1 59 － 52 2.0 8 △88.3
(注) 包括利益 30年３月期第３四半期 78百万円( 143.2％) 29年３月期第３四半期 32百万円(△16.8％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第３四半期 28.43 27.98

29年３月期第３四半期 3.81 3.74
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第３四半期 2,222 1,219 54.7

29年３月期 1,746 1,251 71.5
(参考) 自己資本 30年３月期第３四半期 1,216百万円 29年３月期 1,248百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

30年３月期 － 0.00 －

30年３月期(予想) 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,000 16.0 120 231.5 100 499.9 45 － 19.82
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期３Ｑ 2,333,900株 29年３月期 2,325,700株

② 期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 70,500株 29年３月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 2,273,284株 29年３月期３Ｑ 2,315,333株

　
　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国や欧州の政治動向や各国で頻発するテロ問題等、地政学リス

クの高まりがあったものの、雇用環境の改善などを背景に個人消費も回復基調にあり、緩やかな景気回復が続いてお

ります。

　そのような状況の下、日本企業においては、将来の国内市場の成熟や縮小を見据え、海外への事業展開や海外企業

のM&Aなど、グローバル化の動きがより一層進展しております。また、文部科学省においては英語教育見直しの議論を

継続して行っており、大学入試においても英語４技能を測定する資格・検定試験の活用が始まっております。その結

果、英会話学習のニーズは、単に趣味として英語を話して楽しく過ごすことではなく、「ビジネスパーソン」や「学

生」などが英語を話せるようになるという「成果」に変化しつつあります。

このような環境の中、当社グループでは従来の英会話の場を提供する低価格のオンライン英会話サービスから、英

語が話せるようになるための高付加価値な教育サービスへ進化すべく、昨年度から継続してサービス拡大や品質向上

に取り組んでおります。当第３四半期連結累計期間においては、理論に基づき楽しみながら上達できる新教材「実用

英会話」の提供を開始したほか、2017年１月からモニター提供をしておりました「本気塾」ハンズオン・コースの正

式提供を開始するなど、英語を話せるようになるという「成果」を追求したサービス開発を行いました。さらに、

「本気塾」サービスの多店舗展開による今後の事業拡大を見据え、11月にレアジョブ本気塾 渋谷スタジオを開校し、

より多くのお客様への販売活動が可能となりました。

以上の結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間における売上高は2,200,883千円と前年同四半期と比べ

299,453千円（15.7％）の増収、営業利益は135,588千円と前年同四半期と比べ76,358千円（128.9％）の増益、経常

利益は121,257千円と前年同四半期と比べ68,839千円（131.3％）の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益は

64,636千円と前年同四半期と比べ55,826千円（633.7％）の増益となりました。

なお、当社グループはオンライン英会話事業の単一セグメントであるため、セグメント毎の記載はしておりませ

ん。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末と比べ475,630千円増加し、

2,222,583千円となりました。これは主に、現金及び預金が397,064千円増加したことによるものであります。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計につきましては、前連結会計年度末と比べ508,090千円増加し、

1,003,123千円となりました。これは主に、長期借入金が350,000千円増加、1年内返済予定の長期借入金が100,000千

円増加したことによるものであります。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産につきましては、前連結会計年度末と比べ32,459千円減少し、

1,219,460千円となりました。これは主に、利益剰余金が64,636千円増加したものの、自己株式の取得により119,850

千円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成30年３月期の業績予想は、平成30年１月18日付の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表しました通期の

業績予想から変更ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 774,518 1,171,582

預け金 50,468 44,822

売掛金 227,896 261,235

前払費用 10,220 25,125

繰延税金資産 35,809 13,782

デリバティブ債権 264 17,249

その他 17,113 13,617

流動資産合計 1,116,291 1,547,414

固定資産

有形固定資産

建物 116,820 118,765

減価償却累計額 △14,952 △21,959

建物（純額） 101,867 96,805

工具、器具及び備品 116,035 125,859

減価償却累計額 △68,950 △78,320

工具、器具及び備品（純額） 47,084 47,539

車両運搬具 2,242 2,418

減価償却累計額 △2,242 △282

車両運搬具（純額） － 2,136

有形固定資産合計 148,952 146,480

無形固定資産

商標権 2,895 2,459

ソフトウエア 235,989 257,316

ソフトウエア仮勘定 － 16,458

のれん 119,908 110,684

無形固定資産合計 358,793 386,918

投資その他の資産

投資有価証券 33,665 45,853

敷金 73,847 80,454

繰延税金資産 11,117 11,833

その他 4,286 3,629

投資その他の資産合計 122,915 141,769

固定資産合計 630,661 675,169

資産合計 1,746,953 2,222,583
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

1年内返済予定の長期借入金 － 100,000

未払金 83,797 89,377

未払費用 145,855 177,872

未払法人税等 18,182 38,984

未払消費税等 48,304 40,817

繰延税金負債 111 －

前受金 105,784 140,838

賞与引当金 44,403 23,783

デリバティブ債務 5,804 －

その他 34,411 31,589

流動負債合計 486,654 643,263

固定負債

長期借入金 － 350,000

退職給付に係る負債 8,378 8,765

その他 － 1,093

固定負債合計 8,378 359,859

負債合計 495,032 1,003,123

純資産の部

株主資本

資本金 549,572 554,002

資本剰余金 543,472 547,902

利益剰余金 155,158 219,795

自己株式 － △119,850

株主資本合計 1,248,203 1,201,849

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 △3,830 11,967

為替換算調整勘定 5,683 3,652

退職給付に係る調整累計額 △1,227 △790

その他の包括利益累計額合計 625 14,829

新株予約権 3,088 2,780

非支配株主持分 2 1

純資産合計 1,251,920 1,219,460

負債純資産合計 1,746,953 2,222,583
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 1,901,430 2,200,883

売上原価 770,986 865,889

売上総利益 1,130,444 1,334,993

販売費及び一般管理費 1,071,214 1,199,405

営業利益 59,229 135,588

営業外収益

受取利息 46 282

為替差益 3,502 －

保険解約返戻金 － 5,241

その他 529 1,015

営業外収益合計 4,079 6,539

営業外費用

支払利息 － 1,316

為替差損 － 2,349

持分法による投資損失 10,838 14,902

その他 52 2,301

営業外費用合計 10,890 20,870

経常利益 52,418 121,257

特別利益

新株予約権戻入益 6,328 308

固定資産売却益 － 1,534

持分変動利益 － 7,090

特別利益合計 6,328 8,933

特別損失

減損損失 21,000 －

事業撤退損 － 7,828

特別損失合計 21,000 7,828

税金等調整前四半期純利益 37,746 122,362

法人税、住民税及び事業税 16,502 43,929

法人税等調整額 12,433 13,798

法人税等合計 28,936 57,727

四半期純利益 8,810 64,634

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

0 △1

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,810 64,636
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 8,810 64,634

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 29,624 15,798

為替換算調整勘定 △6,758 △2,031

退職給付に係る調整額 741 436

その他の包括利益合計 23,607 14,203

四半期包括利益 32,417 78,838

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 32,417 78,840

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △1
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成29年５月18日開催の取締役会決議に基づき、自己株式70,500株の取得を行っております。この結

果、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が119,850千円増加し、当第３四半期連結会計期間末におい

て自己株式が119,850千円となっております。

（表示方法の変更）

(四半期連結損益計算書)

当社グループが顧客に提供しているオンライン英会話サービスに関して、レッスン提供に係る付随費用につ

いては、従来、「販売費及び一般管理費」としておりましたが、第１四半期連結会計期間より「売上原価」と

して表示区分を変更することといたしました。

当社グループでは、従来の英会話の場を提供する低価格のオンライン英会話サービスから、英語が話せるよ

うになるための高付加価値な教育サービスへ進化すべく、サービス拡大や品質向上に取組み、教材の理論に基

づいた見直しや講師トレーニングの強化を進めております。

　また、平成28年９月には安定的に質の高いレッスンを提供するための体制構築を目的として、海外子会社を

新設し、レッスン供給センターを開設いたしました。

　これをきっかけに、売上高と対応する費用の関係を見直し、当社及び連結子会社それぞれにおける事業活動

を総合的に勘案した結果、従来は講師に対して支払う報酬のみを売上原価としておりましたが、経営成績をよ

り適切に表示するために、レッスン提供に係る付随費用についても当社グループのサービス提供に係る売上原

価として表示することといたしました。

当該変更により、前第３四半期連結累計期間については組替え後の四半期連結財務諸表となっております。

　なお、組替え前と比較して、前第３四半期連結累計期間の売上原価は165,898千円増加し、売上総利益、販

売費及び一般管理費はそれぞれ同額減少いたしましたが、営業利益に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

当社グループは、「オンライン英会話事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

決算短信（宝印刷） 2018年02月09日 19時23分 9ページ（Tess 1.50(64) 20171211_01）


